Symbolic Action & Guidance by 原野 利彦
長崎大学教育学部教育科学研究報告　第34号　1～7（1987） 37
象徴行為と生活指導
原 野 利 彦
Symbolic Action & Guidance
Toshihiko　HARANO
1．問題意識
　「いじめ」「登校拒否」など，いわば生活指導の領域とされてきた問題で学校は今，大き
く揺れている。様々な角度から論ぜられているように，「近代の」学校教育の限界を示す
現象とこれを見ることも出来よう。「近代西欧的」方法意識は，物事を一元的に整理して
いく強い傾向を持ち，それに還元することの出来ない多くの個別的・土着的リズムを抑圧
してきた。現実の多次元性を制圧してきた「合理主義的」一元性はω，今，それらの多次
元性の反作用をうけている。それらが「雑音」，「混沌」，「世紀末」などという風俗化した
言葉・リズムとして現われ，大きく社会を揺さぶっているのである。このような時代にあ
たり，生活指導は如何にあるべきか？生活指導もまた操作的行動に一元化された近代合理
主義的世界観・方法意識の限界内にあり，これを越える試みをすべきではないのか。本稿
は，このような問題意識に導かれてきた今までの私の諸論考（2＞に続くものであり，今回は
特に「象徴行為」，Symbolic　Actionという視点から生活指導を見直すべきではないか，と
いう主旨の議論を展開してみた。
皿．生活指導を象徴行為という視点から見直すことの必要性
　議論をす・めるに当って，象徴Symbolの概念規定を暫定的にしておく。それは「記号」
のように一義的な意味を全てのメンバーにもたらす（信号の赤色は止れの合図である，と
いうような）ものではなく，多様な意味を曖昧にあらわすことによって，様々な情緒，行
動をよび起し，一定の集団的結合を一時的もしくは継続的にもたらす種々の物，行為，関
係，言語をいう。国旗，国歌，指導者の肖像，各種のスローガン，分列行進等々。このよ
うに象徴は特に祝祭，儀式などの気分の高揚の場と切り離し難い。TV，ラジオ等による
より広い地域へのそれらの伝達もこれを更に強調する場合が多い。作法の厳しさを一べっ
しても，儀礼が日常の作法から公式の式典に至るまで強調されており，それによって社会
的階層の秩序づけのシンボルとして働らいていることがわかる。そしてこれらの諸々のシ
ンボルは「生」や「死」，「幸運」や「不運」というような儀礼象徴によって統合されてい
るという特徴もある。つまり，儀礼的場面は，「運命」という言葉に概括されるような経
験や事柄を最も強く総合的に表現する機会であるが，ここにシンボルの典型が現われるの
である。このシンボルが形成され，解釈されるには，個々人や集団は自らの経験や知識を
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総動員するエネルギーの交錯の場をつくらなければならない。したがってそこには，その
土地や風土，民族性など特色あるリズムが色濃く反映される。それ故に，シンボルは任意
の記号によっては代替することができないという特徴ももっことになる。
　また，諸々のシンボルを統合する機会である祝祭・儀礼はきわめて「演劇的」な性格を
もつ。人生の深い喜怒哀楽一運命一を表現するには，概念によるよりもシンボル，隠喩
による方が相応わしいのだが，それは演劇的な行為として現われる。演劇は感覚，思考，
諸表現の統合の場であり，言語と身体のリズムが切り離せない機会である。それは音楽，
絵画，舞踊などを統合するものであり，それ故に諸象徴を統合する中心的シンボルを現出
させるよい機会となるのである。
　「理論」という言葉が古代ギリシャ語では，演劇を意味するテアトルに関連するテオリ
アtheoriaという言葉に起源をもつことはよく指摘される。初期ギリシャの理論家たちは
theoriaと呼ばれており，④「神託」を受け遣わされる者，⑤「祭式」や「競技」に参列
するために，ある都市国家から他のそれへと選ばれ，遣わされる者。◎競技の観覧者。転
じて他国の風俗や規範を学ぶ「旅人」をいう，とされている（3）。これをみても，理論・理
論家はギリシャの都市国家の人々の運命を深く観察すること（者），それもきわめてシンボ
リックな機会や手段を通しての観察（者）であることがわかる。しかもそれは直線的リズム
をもつ実験・操作による観察というよりも，複雑な時間空間を彷復い，経由する「旅」の
プロセスを踏む（者）であった。つまり理論家とは「旅」の形態をとるプロセスを踏み，他
の文化を深く観察し解釈する存在であった。そしてその観察・解釈の場を多くの場合，儀
礼的なそれに求めたのである。つまり理論とはきわめてドラマ的な側面をその系譜にもっ
ということが出来るのである。
　さて，生活指導はすぐれて演劇的な言葉・行為を必要とするといえる。そもそも指導と
は，日常生活におけるような拡散的な諸活動の流れに対して，ある凝集的な表現・形を与
える活動によって成立する。ここで問題としたいことは，現代における指導が果てしなく
「説明的な言語や身振りのリズム」をもつ傾向にあるため，凝集力をなくしている現実を
どう考えるのか，ということである。そして，今の教育活動を覆う平板で，ともすれば散
漫になりがちな「線的リズム」を生活指導もまた踏襲しがちである現実をどう考えるのか
ということである。「線的なプロセスをもつ合理的活動のリズム」は，子どもの言語・身体・
行動のリズムに沿うものではない。奔放で拡散的なリズムが子どもの特性である。「合理的
で線的な」説明言語・身振りは，その「繰返し」の過程をきわめて平板なものにし敬漫な
注意力をまねくに至る。この注意力の減衰を補うため種々の威嚇，煩鎖な規則などがっく
り出される。これに較べてシンボル的活動の「繰返し」は退屈さを免れることが多い。恒
例のスポーツ大会での昂揚，儀式の壮厳さなどは繰返しがエネルギーの「回復」，「再生」
にもつながることを示す。それが高度の内実をもっていればいるほど繰返しが生命を帯び
る。（繰返し上演されるドラマなどをみよ。）近代社会を特徴づける機械的で平板なリズム
を脱するためにも，生活指導はシンボリックな行為に範を求めねばなるまい。
　生活指導をとりまく環境におけるシンボリックな要素をみてみよう。現在，子どもたち
にシンボリックな凝集力を与えているのは，TVなどのマス・コミュニケーションである。
それは電波にのって流されてくる内容のみならず，メディアそのもののシンボリックな性
格，メディアのシンボリックな使用法において凝集力をもつ。（子どもの個室のシンボル
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としての電話，TV，マイコンをシンボリックに扱う子どもたち。）彼らの言語・身体・
行動のリズムはそれらによって方向づけられ組織されている。（少女たちの「丸っこい字」
をみよ。言葉は書かれる時ですら，身体的リズムをもつことがわかる。）
　マス・コミュニケーションがもつシンボリックな凝集力は，「暴力」への大衆の関わり
方をも規定する。人々は暴力を通じて社会のリーダーまたは権力，そしてメンバー相互間
のidetificationをはかる。例えば悪人の「逮捕劇」の伝える「暴力のリズム」は，「暴力
は正当化されれば，行使されうる」ことを記憶させ，「傷つけ，苦しめ，殺すことは，時
によっては，正しい，否，神聖な義務でさえある場合がある」ことを繰返し確認させる。
それも「人間的に苦しむ刑事，裁判官」の姿をドラマティックに仕立てることによって，
暴力行使にあたる権力の正当性，またそれへの民衆の一体化が強化される。大岡裁判，水
戸黄門はシンボルでありつづける。「性」についても同様のことがいえる。
　このような生活指導をとりまく状況において，我々はどんな問題を突きつけられている
のだろうか。それらのもつシンボリックな凝集力に対してどんな対応をしているのか。硬
直した「健全育成主義」ともいうべき俗論に乗っかった議論は論外である。シンボリッ
クな行為という視点から問題をたて通すことこそが必要であろう。即ち，子どもの直面す
る問題は何であるのか，という問を，「場面」の把握，解釈という形で立てること一つま
り，既存の「理論的」枠組みや解釈一それもきわめっきの「合理主義」に貫かれたそれ
一へ問題のたて方を「還元」しないで，そこにおける諸エネルギーの流れ，攻めぎあい
をリズミカルに表現するものとしての「場面」把握，解釈である。同様のことは「どんな
〈役割一画面〉がっくられ，果たされるべきか？」「どんなシナリオがみつけられ選択さ
れ，構成されるべきか？」，「危機の回避の手段をシンボライズする言葉（キーワード，呪
文）や大道具，小道具（脱出口としての窓，外の自由へ誘う鳥のさえずり，窓にとどくた
めのイス）をどう見出すか？」などについてもいえる。そしてこれらが「どんなリズムを
もって見出されるのか？」ということが重要なのである。平板に分節化されたリズムに慣
らされることを無意識のうちに拒もうとする子どものリズム，そしてこれに共鳴しようと
する教師の中の秘かなりズムーこれを発見していくことが必要である。そして特に大切
な事は，既存の枠組みへ還元されることを頑強に拒否しつづけることである。
　このための手立てにはどのようなものがあるだろうか。近代西欧的合理主義のリズムを
脱する方途は様々に提起されている。「地域への回帰」，「東洋的思考の重視」，「中世的感
覚による現代の見直し」等々。しかしこの際我々が確認しておくべき重要な点は，近代化
に伴う種々の軋礫，近代の衰退に伴う様々な葛藤のリズムを見据えるという視角を見失わ
ないということであろう。そしてそのための「修練」へと向う自己教育のカリキュラムが
必要であるということである。例えば，近代国家の成立過程に押しつぶされそうになりな
がらも，そこからうめき声，叫び声をあげながら生きてきた人々，詩人の言葉，作品を，
「我々自身が習慣化し，体内化したリズムで読む」のではなく，「現代離れしたテンポや
リズムで読んだり，うたったり」し，また，詩人などの「視線の動きを，我々の日頃慣れ
たリズムを離れて」辿ってみる修業などがあろう。これを通してのみ，彼らの刻んだりズ
ムを我々の奥底に滅んでいるリズムとを共鳴させるシンボルが見えてくるであろう。
　「場面設定」の場合の「呼吸」，困難な選択にあたってのリズム，言語化される際の地域・
民族固有の言語リズム，これらの各次元での近代化への軋礫のリズム，そしてそれらを統
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合した際に採用されるシンポルーこれらを感得していく修業が必要なのである。それは
言葉の抵抗にぶつかって自らのリズムを発見していくプロセスであり，だからこそそれは
「身体の息づかいからはじまって超越・超脱への願望に貫かれたメタを積み重ねていく直
立的思考のリズム」である。この上昇一下降のリズムのなかでの「再調整」の仕方をコ
ントロールするシンボルの発見。それも近代的思考の粋内での調整に陥ることなく，「理
性と狂気の狭間」でのパセティックな決断を通してのドラマ性やリズムを見出さなければ
ならないのである（4）。
皿．象徴的行為の社会生活全般における顕在化
　合理的行為が支配的な位置を保った近代的な諸組織といえども，合理的計画・調整に基
づくメカニズムを通す活動よりも，かえって「非一合理的」とされる象徴形成物や象徴
活動による機能の方が効果をあげてきたといえる（5）。しかしそれは表面的には，あくまで
も組織の目的・合理的活動に従属するものであるという形態をとるし，またメンバーから
そういう風に意識されてきた。事実，近代の諸組織においては，「余剰の」表現的エネルギー
は機械的操作の遂行のリズムを乱す周辺的なリズムとして隔離されてきた。それは「中心
＝合理的活動」に対して周辺的とされた諸々のリズムを表現する場である劇場・美術館・
博物館などの隔離・管理として現われていた。今，このような構造が崩れつつある。つま
り合理的リズムにより調整されていると信じられてきた集団間，及び集団内の行為を整合
させるメカニズムから生ずるリズムが混乱しつつあるのだ。旧来の機械的な操作的リズム
の支配力が弱まり，それとともに今までインフォーマルとされていたシンボリックな相互
作用が力をもちはじめたのである。マイクロ・エレクトロニクスなどの発達もリズムの多
様さを現実のものとし，またその表現手段を提供している。
　これは単に合理的とされている生産組織や官僚組織において起った現象というにとどま
らない。シンボルへの人々の欲求を満足させる機能をもつはずの隔離・管理された劇場・
博物館などもその任務が果し難くなっているのである。（学校もこの例外ではない。なぜ
ならば一後述するように一学校は合理的な組織化への訓練の場であると同時にこれらを
統合するシンボルへの訓練の場でもあったのだから。）つまり日々の生活に何らかの新し
い意味を投射させてくれそうなシンボルを求める人々の欲求に対して，近代の主要な諸組
織が応え得なくなっているのである。人々は近代的諸組織から逃れ，シンボルを求めて街
にあふれ出し，彷裡するようになる（都市化）。またそれらの多様で局地的な欲求に応え，
そのエネルギーを吸上げるべく様々な装置・仕掛けが生ずる。流浪する小屋がけ芝居の復
活，「展示会概念の拡張」という名のスペクタクルをめぐる概念装置の登場など。
　このシンボルを求めての人々の亡師の多くは，「消費行動」という規定のもとに囲い込
まれ，「企業」という集団の形態によって組織化される。つまり人々の欲望と感性のエネ
ルギーの流れを的確に捉え，それを消費行動へと誘導することを目的とする集団が様々な
シンボルを生み出し，再構成する上で主要な役割を果たすようになる。それらは俳亡し，
浮遊する空間・時間の形成としての都市化という名のプロセスを押しすすめる。イメージ
ソングなどという名の不定形の舞台（雰囲気）の上に，「旅」，「ドラマ」などのプロセス
を構成する素振りをする。都市化をす・めていく「用語」として，「異文化」，「異次元」
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などが氾濫し，これが人々の「差異」への欲求に応じるものだと喧伝される。差異へとエ
ネルギーを方向づけ，「微細な差異を求める消費行動」へと水路づける。かかる水路づけ
をつくり出し強化する「変革」，「技術革新」がなされる。これらのエネルギーの流れに都
市は応えはじめており，「都市再開発」のための「都市を読む」作業が進行している。し
かし，これらの動きを「近代進歩主義のヴァリエーションにすぎない」などと断定するの
は，アナクロニズムでしかあるまい。近代の進歩主義はその合理主義に強く制約されたも
のであり，直線的前進という時空感覚の中でうごめいていたイデオロギーであり，垂直的
上下運動，もしくはエピソードの並立的展開というニュアンスを強くもつ「変革」「革新」
とは大きく区別されねばなるまい。同様に近代的な「消費者」のヴァリエーションとして
の「参加者」，「利用者（ユーザー）」をみるわけにはいくまい。「草の根民主主義」のシン
ボルはもはや「ユーザー」の名による社会的エネルギーの根こそぎの動員力に太刀打ちす
る力をもたない。
　このような状況下で学校生活はどのような課題に直面しているだろうか。近代の学校は
その組織の基本を時間における機械的リズム（時間割，時間厳守），空間における機械的
区画（座席配置），衣服の画一化（制服）など身体，身振りの画一化，機械化に求めてき
た（6）。これらはそのシンボルを諸々の儀式においてみることが出来る。入学式，卒業式，
始業式，表彰式，競技会，文化祭，毎日の学級会，そしてテストなど。それらは学校生活
の統合を示す各種のシンボルの終結点であり，その生活様式をメンバーが受諾している状
態を確認する儀式や祭であった。しかし今日では学校の日常もそれを確認する儀式も，そ
の統合力の衰弱の兆しが見えはじめ，根底からの反省に迫られている。シンボリックな行
為の極致である「犠牲劇」は「いじめ」としてあらわれる。これを単に異質性を排除する
日本文化の特質などという「理由」によって説明することは避けねばなるまい。むしろ西
欧近代的な一元化された機械的リズムの中にのみリアリティーを感じるように訓練されて
きた子ども達が，近代的合理主義の枠組みの揺らぎに危機感をもたざるを得なくなり，こ
の機械的リズムを狂わすと見られる成員へのリンチとして現われていると見た方がよい。
なぜなら，リズムを崩すとみなされている者は，「動作が機敏でない」とか「協調的でない」
とされるような，近代の効率主義・能率主義に沿わないリズムをもつ者である。これに近
代的ピューリタニズムともいうべき，異物排除，異端排除が，不潔の拒否という「清潔主
義」となり，どことなく非近代的な不潔感を漂わせる者への攻撃となる。「きれい」，「汚い」
の区別を固定し，「汚い」を消毒し去る近代のイデオロギーには，「きれいが汚い，汚いが
きれい」（マクベス）というよう，に世界をトータルにとらえていこうとする姿勢がない。
マス・メディアは日常の，普通人の中にリンチの標的を見出し，「犠牲劇」のカタルシス
による現状維持に貢献することの多いものとなっている。（ゴシップ，スキャンダルによ
る「犠牲獣」の選び出し）
1V．集団の独自性の確保のための象徴戦略
（1）境界
集団はその成員の資格及び活動の領域を絶えず明確に定めておかなければならない。つ
まりその一体性と排外性とをはっきりする作業を続けなければならないのである。自らの
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集団の特権を維持したり，またはより大きな権力の配分をめぐっての戦略を緻密化するた
めには独自性，そしてそれと同義である境界は必要不可欠のものである（2）。具体的な事物，
社会的形式，またその二つを支配しているルール・慣習が当り前のものに見え，それに従っ
て知覚したり，理解したり，行動したりすることを自明視するに至ることが必要なのである。．
だがどのような集団といえども一義的に定義できるような概念によってその境界・独自性
を規定するわけにはいかない。集団のダイナミズムはもともと多義的・両義的であって，
曖昧で自家撞着に満ちているのである。従ってかかる境界はシンボルによってしるしづけ
られるしかない。どのようなシンボルを共有するのか（もしくは共有しないのか）によっ
て，人々を区別しなければ集団の組織化は出来ない。どんな「しるし」を採用するか，ど
んなシンボルを創り出すかということがその集団の力量を示すともいえる。集団の基底を
成すのは，整合的理性によっては生を座標化することが出来なくなる地点であり，これを
維持するのはシンボルである。そしてこれを構成するのが「物語」構成なのである。
　しかしこの「物語」の構成も硬直しきった構造をなしているわけではない。逸脱，異端，
の出現はしばしば物語を構成する各層を流動化させる。それはシンボルの世界の理論的概
念化を促すと同時にその拡大と変革をもたらす（7）。逸脱者の考えは否定的地位を与えられ
る。それのみならず既存のシンボルの体系内に「翻訳」されて統合されてしまう（2）。異端
的な考えは「自分の言っていることがよくわからないで言っている者の言葉」であり，そ
れを主張している者は「本当は自分が正しくないことをうすうすは知っているが，虚勢を
張っている者にすぎない」という風に翻訳されているのである（8）。この概念の翻訳を絶え
ずメンバーに施す者の中に教師がある。彼はシンボル体系の「門番」として振舞う。子ど
もの言葉のみならず，うめき声，叫び声ですら，集団のシンボル体系の中に絶えず翻訳さ
れつづける。生活指導はこの物語の世界，シンボルの世界への絶えざる還元作業といっで
もよい活動から成立している。したがってこの局面における指導の要諦は，硬直しきった
既存の物語，シンボル（国家的レベルのそれから，学級の目標とそれを裏づける種々の物
語までを含めて）への還元をしつづけるのか，それともその物語，シンボルの流動化乃至
それらからの逃避に対してどれほど「開かれ」ているのかというちがいに注目するという
ことであろう。
　しかし個々のメンバーはこの翻訳ができない部分を馬鹿馬鹿しい，取るに足りぬものと
し，この部分を軽視または無視することによって，自らを「正常な」者と感じ，考えるこ
とを習慣化している。つまり馬鹿馬鹿しくない部分こそが自分のidentityにとって重要で
あり，不可欠のものとみているわけである。このような「境界の内面化」ともいうべきも
のによって集団は維持されているのだが，勿論これが「軽視されている部分による軽視出
来ない流れ」によって脅かされ，かつ意味づけされつづけていることはいうまでもない。
「外部」はこのように集団を区切る（境界）ものであり，集団を賦活するものなのである。
生活指導における教師は，この外部性とつながり，それに興味をもち，そのエネルギーを
得ようとする子ども達を，境界線を絶えずひき直す作業を通じて内部に謳えこむ活動を続
ける。しかし集団がその都度，外部性（境界線をひき直す作業）によって賦活されている
という事実に対しては無視することが習慣づけられている。だが今後の生活指導において
は，この境界線のたえざる引き直しの場をつくることこそ諸々のエネルギーの流れの交錯
を現出させるのであり，この境界で働らくエネルギーをその重層性において見出していく
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ことが重要であるという視点をもつ必要があろう。
　さて，この境界は当然のことながら，領域という「中心」をもつものの境界である。こ
の「中心は，それ自らの力と目的を帯びた一個のヌーメンnumen（神霊）として経験さ
れる。」（9）そしてその組織化の原理はしばしば一個のヒ国璽ファニーhierophany（聖体示現）
によって決定される（9）。したがって境界を守る行為は理性的であるというよりも「悪魔祓
い」に似たものとなる。境界の外からの脅威は異常な力をもつデモーニッシュなものと考
えられるのである。リーダーの断固たる調子，民主的手続きの緻密さなどが現代の悪魔祓
いの力を発揮する。事実，境界外のものとされる諸々の力は，あやふやで流動的であるた
め，その不安定さは収拾することの出来ないエネルギーを呼び起すことがある。中心世界
が解体しないためにも，「みせしめのための処罰」などを通じてこのエネルギーが溢れ出
ることを押えなければならなくなる。悪魔祓いは必要なのである。
　エラスムスのいうように「あらゆる人間の事物は，アルキビアデスの“ミレノスの函”
のようにきわめて違った二つの面をもっているということは揺がせない……。表面的には
死と出ていても，中には生が入っているし，或はその逆である」㈹のだから，力のヌミノ馬
飼的な中心点が意味を放散するというパターンが力を弱める時，この境界の曖昧さ・両義
性が表面化し，混沌と異議申立てに集団がみまわれることになる。この時，境界を守る者，
つまり内部の秩序の側の番人たちはパロディー化の対象となり，「偶然とでたらめ性」を
称揚する者たちからの嘲笑をうけるに至る。教師もこのパロディー化を免れ得ない存在の
一つである。
　（2）道徳的排外性と排他的な生活様式による統制
　友情の神話，仲間づくりの技法や原理は，仲間以外の者の排除を裏面としてもつ。どん
な人物が仲間でないのかという基準，彼を排除する方法，改心を迫り仲間に入れてやると
いう恩恵の与え方（もしくは仲間に入れてもらうための恩恵の与えられ方），「連帯」とい
う名の多数者への媚びの売り方の技法。これらは「贈物交換」，「ゴシップ」，「あそび」，「儀
礼」，「共学共食」という「文化」によって形成され，これにより集団は，identityを獲得
する。近代的な倫理学もこの例外ではない。合理主義的な説明もまた近代の道徳的排外性
の神話の一形態である。
　象徴形成物はその集団の生活様式に由来するが，それがその集団を他の集団から区別さ
せ，成員たちに特別の一体性を確信させる。「言葉づかい」，「身振り」の特殊性にはじまり，
「顔につけられた種々のしるし，化粧」，「特殊なヘアー・スタイル」，「特別な衣服，制服」，
「紋章」，「ネクタイ」など。また「ポトラッチ」に類するもの（高い会費制一支払い能
力のない階層の排除）もある。これらのシンボルは社会的な階層秩序をもたらす。種々の
若者のグループもすべてこのような様式を満たしている。「正しい服装」への指導は若者
の生活様式・リズムを排除することにより彼らの集団への挑戦となる。ここで生ずる軋礫
は（つまり「正しく指導すること」は）彼らのもつドラマ・リズムへの抑圧であり，これ
を通して社会のコードが刻印されるのである。即ち「聖なるものとしての非合法の集まり
そのもの（ll）」を破壊する支配的シンボルの刻印なのである。これに対して子ども達は「混
沌とした地下的な諸々の力と接触し生気を取戻すことのできる洞窟や穴蔵の役割を果たす
（11）
vトイレでのいじめやリンチを行ったりする。
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　独自性を主張するシンボルの役割は，このように複合的なものであり，分析の上でのみ
相互に切離されるものである。だから近代の世俗化の方法論である分析的関わりのもつ強
みを知ると同時に，その反面としての限界にも注意しておかねばならない。つまり葛藤，
妥協などのドラマを重視せず，実験室的操作の分析からの知見にのみ頼ろうとするならば，
かかる象徴的次元での問題には対処できなくなる。「一切が予めわかっており，きちんと
決った世界に対して，何とも名づけようのない空間，異常な冒険や遭遇に出会いがちの，
境界の曖昧な世界（2）」から生ずるシンボルに子ども達は注目し，近代的な生活習慣に対し
てアウトロー的な感覚を発揮するのである。大入たちが子どもの将来を考えて強く非難す
る場所（賭博場など）はそれだけ特別な不道徳な場として子ども達の興味を惹くのである。
スポーツの観戦にみる「宗教上の式典」的性格（2）（選手の衣裳，細かい規則，選手の特別
な節制など）は「強烈な疎隔感と同時に非常に大きな参加の感情」を可能にする。チャン
ピオンは「幸運の，呪力の，例外的なマナのしるし（1㍉である。これらのスペクタクルは
日常的な規制を越えようとする「過剰なエネルギー」を解放し吸収するシンボルの場であ
る。「日常世界全体に対して瀬頭をおこすほどの強烈な不調和」をもっこと，これがシン
ボルによる組織戦略の枢要なのである。
　集団の独自性確保の組織戦略の中軸をなすシンボルは，その境界を定め，道徳的排外性
と排他的な生活様式を統制する力を，平凡な状態から遠く離れた特権的な異常な状態から
入手する。それを，日常のごく些細な発見を通してそれはっかまれる。この発見も些細な
ズレ・裂け目を通して発見される「啓示」のようなものである。子ども達は日常生活にお
ける様々な事物の中に，思いもかけない神秘性を賦与し，仲間づくりのシンボルとするの
である。と同時に，日常から隔てられた「悪所」や境界も不明確な空地などに，「意表を
つき」，「危険な何かがあるような」，「めくるめく何か」というような「秘密に満ち」た「超
自然的な」刻印を打たれたものの中に，「自分のエネルギーを最高にひき出すようなシン
ボル」を見出すのである。これを通してのみ子ども達は「最も大事な強烈な自己認識1㍉
を獲得する方向に向かうのである。
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